
社内様式第18号
出　向　契　約　書
●株式会社（以下「甲」という。）と●（以下「乙」という。）は，乙が○株式会社（以下「出向先」という。）に出向するにあたって，下記のとおり合意する。
記
第1条 乙は，出向先の指導のため，平成●年●月●日から出向先に出向し，出向先の指示に従って勤務する。
第2条 出向の期間は●年間とする。
第3条 乙は，出向期間中は甲を休職するものとする。
　2　 乙の出向期間は，甲の勤続年数に通算する。
第4条 乙は，労働時間その他就労に関する事項については出向先の就業規則その他の諸規定に従って就労する。
第5条 乙の賃金は出向先において負担し，出向先が支払う。但し，出向先の就業規則，賃金規程に従った賃金合計額が甲の基準に従った賃金合計額を下回る場合には，その差額を甲が負担し，乙に支払う。
第6条 乙が出向期間中に退職することとなった場合には，甲の退職金規程に従って甲が退職金を支払う。
第7条 乙は，乙の保有する年次有給休暇及び特別有給休暇を，出向先で使用することができる。
　2　 出向先での出向期間中の有給休暇は，出向前の会社在籍期間中を通算して計算する。
　3　 出向復帰後の有給休暇の算定は，出向先の期間を通算して計算する。

第8条 出向期間が満了したとき，乙は甲に復帰する。
　２　 出向期間中であっても，乙が出向する必要がなくなった場合，乙は甲に復帰する。 
第9条 出向期間中又は出向期間終了時に，甲，乙及び出向先が合意した場合，乙は出向先に転籍することがある。
第10条 甲及び乙は，本契約に関し裁判上の紛争が生じたときは，甲の本店所在地を管轄する裁判所を専属的合意管轄裁判所とすることに合意する。

以上のとおり合意し，その成立の証として本契約書２通を作成し，各自署名捺印のうえ，各１通を保管する。

平成　　年　　月　　日

甲　　住所　　　　　　　　　　　　　　　　　乙　　住所

　　　　　　　株式会社　　　　　　　　　　　　　　氏名　　　　　　　　　㊞

　　　代表取締役　　　　　　　　　　㊞　　　　　　生年月日
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（C）弁護士法人長瀬総合法律事務所
本書式はあくまで参考例にすぎず，貴社の具体的な状況に応じて加筆修正していただき，貴社の責任においてご利用ください。


